
文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は 

　
　
２
月
１５
日
（
火
） 

　
　
３
月
１５
日
（
火
） 

　
　
４
月
１９
日
（
火
）
で
す
。 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。（
４
月
中
の
利
用

は
、
２
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。（
初

日
以
外
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
１
月
２３
日
（
日
）
か
ら
２
月
２６

日
（
土
）
は
、
サ
ル
ビ
ア
保
育
園

で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

 「
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
」 

登
録
の
ご
案
内 

　
「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
は
、

大
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た

と
き
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
支
援
を
必
要
と
す
る 

方
々
で
す
。
「
歩
行
が
困
難
」「
周

囲
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
」「
身

近
に
支
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
」
な
ど
に
よ
り
、
孤
立
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
域
全
体
で
要
援
護
者
の 

方
々
を
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
福
崎
町
で
は
、
災
害
時
要
援
護

者
を
支
援
す
る
地
域
の
活
動
に
活

用
す
る
た
め
、
本
人
の
同
意
に
よ

る
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を
作
成

し
、
登
録
し
た
方
に
つ
い
て
の
情

報
を
平
常
時
か
ら
警
察
署
、
消
防

署
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
児
童

委
員
な
ど
と
共
有
し
て
い
ま
す
。 

　
一
人
暮
ら
し
老
人
の
方
や
高
齢

者
世
帯
、
重
度
の
障
害
を
お
持
ち

の
方
へ
は
個
別
に
案
内
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
支
援
を
求

め
る
方
は
、
災
害
か
ら
あ
な
た
の

身
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
名
簿
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
災
害
時
は
不
測
の
事
態

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
名
簿
へ
の
登

録
は
、
確
実
な
支
援
や
安
全
を
保

障
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
各
家
庭
で
災
害
に
備
え

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
名
簿
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
方
、

ま
た
こ
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５

１
）
へ
。 

 

公
民
館
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
福
崎
町
公
民
館
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
で
は
、
平
成
２３
年
度
公
民
館

ク
ラ
ブ
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル
も
、
公
民

館
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
申
し
込
み
は
、
１
月
１８
日（
火
）

か
ら
２
月
８
日
（
火
）
ま
で
で
す
。 

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
次
回

の
受
付
は
平
成
２４
年
度
に
な
り

ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

文
化
セ
ン
タ
ー 

　
２２
・
３
７
５
５ 

 

文
珠
荘
バ
ス
売
却
の
お
知
ら
せ 

　
こ
の
た
び
、
文
珠
荘
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
売
却
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

１
月
中
に
福
崎
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

出
納
室
　
用
度
係
（
内
線
３
０

２
） 

 

く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合 

平
成
２３
・
２４
年
度
競
争
入
札
等

参
加
資
格
の
申
請
受
付 

対
象 

　
平
成
２３
・
２４
年
度
に
く
れ
さ
か

環
境
事
務
組
合
が
実
施
す
る
建
設

工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
及
び
物
品
製
造
等
の
入
札
見

積
り
に
参
加
す
る
法
人
、
個
人 

受
付
期
間 

２
月
１
日（
火
）〜
３
月
１８
日（
金
） 

９
時
〜
１７
時
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
） 

要
綱
・
様
式 

　
く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合
で
配

布
。
ま
た
、
く
れ
さ
か
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。 

※
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.yu
m
e
tv.jp

/ 
̃kuresaka/ 

提
出
方
法 

　
持
参
ま
た
は
郵
送
・
メ
ー
ル
便

可（
郵
送
・
メ
ー
ル
便
の
場
合
は

受
付
期
間
内
必
着
） 

問
い
合
わ
せ
先 

く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合
総
務
課 

〒
６
７
１
・
２
１
２
１ 

姫
路
市
夢
前
町
宮
置
８
０
３
番

地 　
０
７
９
・
３
３
５
・
３
６
７
０ 

 

猫
の
引
取
り
日
の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
で
は
、
毎
月
１
回
、
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

猫
の
引
取
日 

　
１
月
２５
日（
火
） 

　
２
月
２２
日（
火
） 

　
３
月
２２
日（
火
） 

引
取
方
法 

・
当
日
の
朝
８
時
３０
分
か
ら
１０
時

ま
で
に
、
役
場
住
民
生
活
課
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
事
前
に
猫
搬
送
箱
を
貸
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

料
金 

　
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
は
、
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

・
成
猫
１
匹
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

・
子
猫
１０
匹
ま
で
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

＊
猫
の
捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
住
民
生
活
課
） 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
１１
月
分
） 

寄
附
者
　
岡
　
憲
吾
様（
神
戸
市
） 

　
　
　
　
２０
万
円 

　
　
　
　
辻
　
幸
二
様（
西
宮
市
） 

　
　
　
　
２０
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

お知らせ 

information

１９ 



ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
を
受
け
た
特
定
非
営
利
活
動
法

人
コ
ム
サ
ロ
ン
２１
が
運
営
し
、
働

く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き

こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
若
者
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。 

　
こ
の
た
び
、
中
播
磨
地
区
を
対

象
に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
１
月
２６
日（
水
） 

　
　
　
１３
　
３０
〜
　
１４
　
３０
〜 

　
　
　
１５
　
３０
〜 

　
　
　
各
１
人
　
予
約
制 

会
場
　
神
河
町
中
央
公
民
館
会
議
室 

　
　
　
神
河
町
寺
前
６４ 

　
　
　
（
神
河
町
役
場
南
） 

対
象
　「
働
く
自
信
が
な
い
」な
ど
の

心
の
問
題
を
抱
え
る
１５
歳
〜
概
ね

３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護
者 

締
切
　
１
月
１９
日（
水
）ま
で 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町 

・
市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
神
河
町
役
場
　
住
民
生
活
課 

　
　
０
７
９
０
・
３
４
・
０
９
６
２ 

  

ろ
う
あ
者
移
動
相
談
室 

　
聴
覚
障
害
者
や
そ
の
家
族
、
関

係
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。
手
話
通
訳
者
も

同
席
し
ま
す
。 

日
時
　
２
月
１５
日（
火
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
会
議
室 

問
い
合
わ
せ
先 

　
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
　
０
７
８
・
８
０
５
・
４
１
７
５ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
８
０
５
・
４

　
１
９
２ 

  

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
　
平
成
２３
年
度
学
院
生
募
集 

　
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
求
職
者

を
対
象
と
し
て
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。 

募
集
科
目 

　
パ
ソ
コ
ン
Ｎ
Ｃ
科
・
パ
ソ
コ
ン

Ｃ
Ａ
Ｄ
科
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ

ン
科
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
科 

　
各
科
と
も
６
人
程
度
・
１
年
制 

募
集
期
間 

　
２
月
８
日（
火
）ま
で 

問
い
合
わ
せ
先 

　
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院 

　
　
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
９
２
８
・
５

　
５
１
２ 

  

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
大
学
で
す
。
こ
の
た
び
、
平
成

２３
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。
大
学

や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目

か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
こ
の
機
会
に
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

　
２
月
２８
日
（
月
）
ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
） 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.ouj.ac.jp 

  

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校
（
仮
称
）

４
月
開
校
　
第
１
期
生
募
集 

募
集
コ
ー
ス 

（
１
年
コ
ー
ス
） 

住
宅
設
備
・
木
造
建
築
・
溶
接
・

金
属
塗
装
・
機
械
加
工
・
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
６
コ
ー
ス 

（
６
か
月
コ
ー
ス
） 

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
２

コ
ー
ス 

応
募
資
格 

　
高
校
等
新
卒
者
・
１８
歳
以
上
の

求
職
者 

授
業
料
　
無
料
（
教
材
費
別
途
） 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
姫
路
高
等
技
術
専
門
学
院

も
の
づ
く
り
大
学
校
（
仮
称
）

募
集
担
当 

　
０
７
９
・
２
９
８
・
０
９
０
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
0
1
0
.upp.so- 

net.ne.jp/him
eg
i/ 

 

「
成
人
特
例
入
試
」
で
あ
な
た
も

高
校
生 

出
願
資
格
　
２０
歳
以
上
（
平
成
２２

年
４
月
１
日
現
在
） 

出
願
手
続 

入
学
願
書
・
受
検
票
・
受
検
届
・

面
接
調
査
票 

願
書
受
付 

２
月
２２
日（
火
）〜
２４
日（
木
） 

１４
時
〜
１９
時 

受
付
場
所 

　
姫
路
北
高
等
学
校
事
務
室 

入
試
日
時 

３
月
１４
日（
月
） 

８
時
２０
分
集
合 

入
試
科
目
　
作
文
と
面
接 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
姫
路
北
高
等
学
校 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
０
１
１
８ 

    

昔
の
遊
び
に
挑
戦
！ 

コ
マ
回
し
大
会
・
羽
根
つ
き

教
室
参
加
者
募
集
!! 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
「
昔
の
遊

び
に
挑
戦
！
」
と
題
し
て
、
コ
マ

回
し
大
会
と
羽
根
つ
き
教
室
を
開

催
し
ま
す
。 

　
近
ご
ろ
目
に
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
コ
マ
回
し
と
羽
根
つ
き
。

昔
の
遊
び
の
楽
し
さ
を
再
認
識
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
ま
た
、
親
子
の
ふ
れ
合
う
機
会

と
し
て
「
親
子
の
部
」
に
多
く
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
１
月
２９
日（
土
） 

　
　
　
９
時
２０
分
〜
受
付 

場
所
　
第
１
体
育
館 

部
門 

①
コ
マ
回
し
大
会 

・
タ
イ
ム
レ
ー
ス
（
親
子
の
部
・

子
ど
も
男
子
の
部
・
女
子
の
部
） 

・
け
ん
か
ゴ
マ 

②
羽
根
つ
き
教
室 

参
加
資
格
　
町
内
小
学
生
と
そ
の

保
護
者 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１

月
２３
日
（
日
）
ま
で
に
直
接
第

１
体
育
館
へ
。（
月
曜
日
休
館
） 

そ
の
他
　
コ
マ
は
予
備
を
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
羽
子
板
は
主
催

者
で
用
意
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

：
 

：
 

：
 

お
お
む 

２０ 



小
春
日
や
掘
り
出
し
物
の
陶
器
市 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
車
夫
走
る
時
雨
る
る
京
の
渡
月
橋 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

傘
す
ぼ
め
路
地
行
く
京
の
初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

行
き
ず
り
の
人
振
り
向
き
し
七
五 

三
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

千
社
札
は
が
れ
色
あ
せ
神
の
留
守 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

初
時
雨
人
を
散
ら
し
て
通
り
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

引
き
抜
き
し
大
根
の
穴
並
び
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

消
防
の
演
習
始
ま
り
朝
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

寄
り
添
い
て
旅
の
夫
婦
に
初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

寺
庭
の
古
井
戸
囲
む
石
蕗
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

旅
に
出
る
バ
ス
の
行
く
先
時
雨
雲 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

小
夜
時
雨
色
柄
の
よ
き
傘
借
り
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

老
い
の
身
を
隠
す
派
手
目
の
冬
衣

装
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
　
瞳 

 

大
根
を
引
き
て
尻
も
ち
つ
き
に
け 

り
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

犬
小
屋
の
修
理
は
か
ど
る
小
春
の 

日
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

ド
ラ
イ
ブ
の
車
窓
に
映
え
る
渓
紅

葉
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
芙
美 

 

小
春
の
日
捨
て
猫
居
つ
く
地
蔵
堂 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

土
手
い
っ
ぱ
い
桜
の
花
の
咲
き
た
れ
ば
思
は
ず
我
の

心
は
躍
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
朝
加
都
良 

 

汗
ふ
き
し
タ
オ
ル
は
毎
日
五
・
六
枚
な
れ
ど
ウ
エ
ー

ト
に
変
化
は
あ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

金
・
銀
の
箔
鏤
め
し
石
州
和
紙
に
そ
こ
は
か
と
た
つ

手
漉
き
の
温
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 
 

う
と
ま
れ
し
泡
立
草
の
群
生
に
恩
寵
の
ご
と
秋
陽
そ

そ
げ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

流
さ
れ
て
ま
た
戻
り
く
る
あ
め
ん
ぼ
う
水
の
流
れ
に

揺
蕩
ひ
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

人
住
ま
ぬ
庭
の
モ
ク
セ
イ
輝
け
り
香
り
を
風
に
今
日

も
見
て
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

軒
の
辺
の
八
つ
の
通
草
太
り
き
て
色
づ
き
初
め
り
開

く
は
い
つ
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

挨
拶
に
来
て
呉
れ
し
か
や
と
出
で
た
れ
ど
婆
の
動
作

を
待
て
ず
鶲
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

風
に
立
ち
群
青
の
空
仰
ぎ
み
る
幸
せ
ひ
と
つ
あ
れ
ば

し
あ
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

腰
掛
と
正
座
に
家
内
の
日
常
を
五
年
す
ご
せ
り
足
に

胼
胝
消
え
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

村
祭
り
の
屋
台
に
徒
け
る
幼
ら
も
法
被
姿
に
地
べ
た

に
座
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

晩
秋
に
家
島
の
真
浦
訪
う
あ
し
た
波
お
だ
や
か
な
瀬

戸
の
島
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

晩
秋
の
ひ
と
日
が
暮
れ
て
灯
を
と
も
す
薄
き
手
帳
に

書
く
ほ
ど
も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

は
く
ち
り
ば 

た
ゆ
た 

お
ん
ち
ょ
う 

つ 

た
　
こ 

あ
け
び 

俳

句

会 

短

歌

会 
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
合
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
１１
月
２１
日
（
日
）
、
ア
ス
パ
ル

多
可
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
２２
年
度
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

２１
ひ
ょ
う
ご
」
全
県
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
福
崎
町
か
ら
、
中
播
磨
地
区
を

代
表
し
て
２
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま

し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
男
子
の
部
】 

準
優
勝
　
た
か
お
か
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

【
混
合
の
部
】 

準
優
勝
　
田
原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

 

合
氣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
１０
月
２４
日
（
日
）
、
第
２３
回
香

寺
合
氣
道
演
武
大
会
が
香
寺
総
合

公
園
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
５
部
門
４８
人
が
参
加
し
、
大
活

躍
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
初
級
の
部
】 

第
２
位
　
山
野
裕
喜
（
小
１
） 

　
　
　
　
羽
室
京
太
郎
（
小
２
） 

【
下
級
の
部
】 

第
３
位
　
羽
室
美
彩
妃
（
小
３
） 

　
　
　
　
藤
後
実
優
（
小
２
） 

【
下
級
の
部
】 

第
４
位
　
羽
室
研
二
（
一
般
） 

　
　
　
　
山
野
吉
史
（
一
般
） 

【
上
級
の
部
】 

第
２
位
　
筧
佐
智
（
一
般
） 

　
　
　
　
谷
岡
め
ぐ
み
（
一
般
） 

【
親
子
の
部
】 

優
　
勝
　
羽
室
研
二
（
一
般
） 

　
　
　
　
羽
室
美
彩
妃
（
小
３
） 

【
親
子
の
部
】 

第
４
位
　
筧
佐
智
（
一
般
） 

　
　
　
　
筧
ま
お
（
小
４
） 

　
合
氣
道
協
会
は
毎
週
土
曜
日
１５

時
か
ら
第
１
体
育
館
で
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。 

　
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
　
羽

室
　
　
２０
・
０
０
１
２
） 

　トイレ改修工事に伴い、第１グラ

ンドが３月１０日（木）まで使用できま

せん。 

　大変ご迷惑をおかけしますが、ご

協力をお願いします。 

問い合わせ先 

　第１体育館　　２２－１１５３（月曜日休館） 

体育館からのお知らせ 

第１グランドが使用できません 

け
い
こ 

２１ 



No.273
明るい笑顔　はずむ声 
　　今年１年が　いきいきとした年でありますように 

　ノロウイルスによる集団感染が流行しやすい季節
です。 
　学校、職場、施設内でノロウイルス感染による嘔
吐・下痢が発生しても、発端は家庭内での感染によ
る場合が多い状況です。ノロウイルスにはワクチン

もなく、その感染を防ぐことは簡単ではありません。
子どもや高齢者は、健康な成人よりノロウイルスに
感染し、発病しやすいため、一人ひとりが予防に努
めましょう。 

＜予防対策のポイント＞ 
・下痢･嘔吐等消化器症状のある人は回復するまで
調理を控えましょう。 
・食品はよく加熱しましょう。 
　（中心部８５℃１分以上） 
・調理前、調理中、食事直前に、必ず石けんで手洗
いをしましょう。 
・吐物、下痢便の処理を適正にしましょう。 

＜吐物・下痢便の処理の仕方＞ 
・使い捨てマスク、エプロン、手袋を着用し、でき
るだけ飛散させないようにペーパータオルなどで
きれいに拭き取ります。 
・汚染された便座や床は、換気しながら２００ppm次
亜塩素酸ナトリウムに浸したタオルなどで拭き、
その後、水拭きしてください。 
・汚染したペーパータオル、使い捨てマスク、手袋
などはビニール袋に密封して捨ててください。 
・汚染されたリネン類は、洗剤を入れた水の中で静
かにもみ洗い後、８５℃１分以上の熱水洗濯もしく
は２００ppmの次亜塩素酸ナトリウム消毒してから
洗浄してください。布団などは、スチームアイロ
ンや布団乾燥機なども効果的です。 
・下洗い場所は、洗濯後、２００ppmの次亜塩素酸ナ
トリウムで消毒してから掃除してください。 

11月から4月にかけて流行します 
ノロウイルスによる感染症・食中毒に要注意！ ノロウイルスによる感染症・食中毒に要注意！ 

　石けんで 
　　よく手を洗って、 
しっかり 
　ゆすぎましょう。 

と げ り 

おう 

ほったん 

２２ 

ふ 

あなたの物忘れ、気になりませんか？　物忘れ度チェックコーナー設置 
　「最近同じことを何度も言うなあ」 
　「今日は何日だっけ？」など、物忘れが気にな
ることがありませんか？ 
　年をとってくると物忘れなんて当たり前…そ
れとも気になる物忘れ… 
　簡単なテストであなたの物忘れ度がチェック
できます。 
　５問の問いに、パソコンの画面をタッチして
答えるだけ！ 
　所要時間は５分程度です。気軽にチェックし
てみませんか？ 
　物忘れ度チェックコーナーは「地域包括支援

センター」在宅介護支援センター「なぐさの郷」
「すみよしの郷」の３か所に設置しています。 
　ご希望の方は、各事務所職員に声をかけてく
ださい。 

地域包括支援センター発 

※物忘れ相談プログラム設置事業は宝くじの助成を受けて実施しました 



保健センターだより 

＜講演＆実習＞ 

「言語聴覚療法の“いろは”を知ろう！」 

　講師：兵庫県立総合リハビリテーションセンター 

　　　　中央病院 

　　　　　言語聴覚士　東山　毅さん 

　　＊高齢者の言葉と聞こえの特徴 

　　　会話のポイント 

　　＊摂食・嚥下機能向上の取り組みなど 

＜日時＞　２月１５日（火）１３:３０～１５:３０ 

＜場所＞　保健センター 

＜対象＞　障害者・高齢者の介護をしている方 

　　　　　言語聴覚療法に興味のある方 

　　　　　（言葉・聞こえ・嚥下について） 

＜申込＞　２月１０日（木）までに社会福祉協議

　　　　　会（　２３－０３００）へお申し込みくだ

　　　　　さい。 

　※今回は介護教室（社協主催）と合同開催です。 

＊＊＊あなたの参加をお待ちしています＊＊＊ 

2月の『介護者のつどい』　　 
　…言語療法がテーマです… 
2月の『介護者のつどい』　　 
　…言語療法がテーマです… 

第111号 

　ケアステーションかんざきでは11月13日に地

域公開講座を開催しました。今回は、発達障害の

当事者であり発達障害の子の親でもある、笹森理

絵さんをお招きし、発達障害の方の感じ方などに

ついてお話いただきました。 

　感じ方の特性の部分では、「答えがはっきりし

ていることは理解しやすいが、想像しないといけ

ないことはすごく苦手」「たとえば国語では文章

の裏に隠されている気持ちを読むことが苦手なの

で、小説の読解はとても苦労した」というお話を

されました。 

　また、写真を使ってご自身がどんなところに注

目して周囲を見ておられるのかも説明していただ

きました。たとえば、笹森さんは、姫路城を見に

行ったとき、他の人がお城の石垣に見とれている

ような場面でも、石垣のそばの道に映っている木々

の葉っぱの影が気になって、そればかり見ていた

そうです。 

　その他にも、他の人と注目する視点が違うため、

たとえば何人かと話している場面でみんなが笑っ

ていても何が面白いかがわからなかったり、逆に

他の人はおかしくないところで爆笑して、周りか

ら変な目で見られたりすることもあったそうです。

参加された方々は、実生活で経験してこられた笹

森さんの生の声に熱心に耳を傾けておられました。 

　その中でも、私たちがとても勇気づけられるお

話がありました。それは、「今の感じ方や物のと

らえ方、苦手さが一生続くわけではない。」「ま

わりからやれやれと言われるとなかなかできない

けど、何かのきっかけで『自分でやろう！』と思

うと、苦手なことでもできるようになることもあ

る。」というお話です。 

　このお話を聞くと、発達障害の特性だと簡単に

あきらめるのではなく、少し時間はかかっても、

本人の『やりたい！』『がんばってみよう！』と

いう気持ちを育てることが、子どものできること

を増やしたり、生活の幅を広げていくことにつな

がっていくのだと実感しました。 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

血管老化度測定 

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 
 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.２月生まれの児 

H２２.１０月生まれの児 

Ｈ２２.１０月生まれの児 

Ｈ２２.３月生まれの児 

H１９.１２・H２０.１月生まれの児 

９時３０分～１１時 

１３時３０分～１５時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

２/１４（月） 
 

月～金 

２/１４（月） 
 

２/１４（月） 

１/２６（水） 

２/１５（火） 

１/２６（水） 

２/１６（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（１/２０～２/１９） 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種間隔に気をつけて接種を受けましょう。 

２３ 

えんげ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
（財）柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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町民のうごき 

平成２２年１１月末現在 

７，１１６世帯 
９，３２５人　 
　４３人　 
１９人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６６９人 
１０，３４４人 
　６１人 
２１人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 　
１２
月
１８
日（
土
）、
ふ
く
さ
き
歴
史
体
験
隊
員
が

凧
づ
く
り
に
挑
戦
。
ゴ
ミ
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

材
料
に
、
カ
ラ
フ
ル
で
個
性
的
な
作
品
が
完
成
し

ま
し
た
。 

　
高
く
あ
が
り
、
美
し
く
舞
う
凧
の
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
輝
く
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

　
今
年
も
「
広
報
ふ
く
さ
き
」
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
明
治
４１
年
、
柳
田
國
男
は
農
商
務
省
を
経
て
法
制
局
参
事
官
と
し
て

九
州
〜
四
国
地
方
を
視
察
し
、
農
業
政
策
な
ど
の
講
演
を
し
な
が
ら
各

地
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
途
中
で
、
「
椎
葉
の
奇
習
」
と
い
わ
れ

る
農
法（
焼
畑
）の
話
を
聞
き
、
強
い
興
味
を
ひ
か
れ
て
宮
崎
県
・
椎
葉

村
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
時
の
中
瀬
淳
村
長
の
案
内
で
村
内
を
巡
り
、
焼

畑
の
話
、
狩
り
の
伝
承
と
習
慣
、
地
名
や
土
地
の
言
葉
な
ど
を
熱
心
に

見
聞
き
し
た
そ
う
で
す
。 

　
そ
の
翌
年
、
村
で
の
経
験
に
心
を
動
か
さ
れ
た
國
男
は
、
日
本
民
俗

学
最
初
の
出
版
物
と
な
る
「
後
狩
詞
記
」
を
著
し
ま
し
た
。
本
書
は
、

内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
椎
葉
村
の
狩
猟
の
習
慣
に
関
す
る
も
の
で
、
山
村

社
会
で
独
自
の
営
み
を
行
う
山
人
の
姿
を
忠
実
に
書
き
記
し
て
い
ま

す
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
國
男
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
中
瀬
村
長

が
、
伝
承
資
料
や
古
文
書
な
ど
多
く
の

資
料
を
丹
念
に
書
写
し
て
送
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
椎
葉
村
は
、
柳
田
國
男
を
民
俗
学
へ

と
い
ざ
な
い
、
今
日
の
日
本
民
俗
学
創

建
の
地
と
し
て
、
そ
の
名
を
現
代
の
世

に
残
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
場
所
で
も

あ
る
の
で
す
。（
興
梠
志
津
・
福
島
　
彩
） 

▲『後狩詞記』自費出版した初版本 
〈（財）柳田國男・松岡家顕彰会記念館蔵〉 

す
な
お 

や
ま
び
と 

た
こ 


